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テラヘルツ波(0.1〜10THz)は主に金属以外

を透過する特徴を持っていますが，テラヘル
ツギャップと呼ばれ光源を作り出すのが困難
な周波数でした．このテラヘルツ波によるイ
メージングによって非破壊で安全に試料内
部の分子状態を調べます．

テラヘルツ波分光イメージングシステムに
よって糖，アミノ酸、タンパク質などの生体
分子の他，医薬品など水素結合ネット
ワークをもつ分子結晶の２次元分布が分
かります．これにより分子の種類，結晶多
形，結晶方位などの情報が得られます．

医薬品の結晶分布や溶解性が分かれば
効き目（バイオアベイラビリティ）の評価に
役立ちます．また，タンパク質の水素結合
状態が分かれば，病気の解明を分子レベ
ルで行うことなど，社会へ安心・安全の提
供が可能となります．
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ファモチジン（医薬品）錠剤のテラ
ヘルツ分光イメージとスペクトル水素結合ネットワークとテラヘルツ時間領域分光法


